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ゴ授業料および字業に関すること

③採今· 逍母．除籍について

■休学について
びょうき た りゅう ばあい そう戸ん

病気その他の理由で、やむを得ず休学しなければならない場合は、まず、国際交流センタ ーに相談して
：： きょ うしぷ てつづ し じ う しょてい 9 かんない かひょう

ください。その後、教務部で手続きについて指示を受け、所定の期間内 (2019 年度は下表のとおり）に 「休
ねがい し じ てんぶしりょうとう ていし疇つ

学願」および指示された添付 資料等 を提出しなければなりません。
うItつIt

2019 年度休学期間および 「休学願」受付期間について

休学の種類 休学期間 休学願受付期限

通年休学 4 月 1 日～翌年 3 月 31 巳まで
4 月 19 日まで

前学期休学 4 月 1 日~9 月 15 日まで

後学期休学 9 月 16 日～翌年 3 月 31 日まで 9 月 25 日まで

つざ 9ゅうい

なお、休学の際には、次のことに留意してください。

授業料納付について

当該年度の授業料の全額を免除

前学期の授業料の全額を免除

後学期の授業料の全額を免除

じゅ9ょうりょう めんじょ じゅうじつひ いたくらようしゅう9ん ぜんがくのうふ

① 休学期間中の授業料は免除されますが、教育充実費および委託徴収金は、全額納付しなければなり

せん。

② 「留学」の在留査格では休学中は日本にいることができません。そのため、休学手続き後はすみやか
ぜんてい しかくがいかつどう

に帰国してください。また、帰国が前提となりますので、 資格外活動（アルバイト）はもちろんで

きません。
書よかしょ ざいり＊う9かんこうしん言ょかしんせい ひつよう "かん

③休学許可婁は、在留期間更新許可申請等に必要です。なく さないように大切に保管してください。

④休学すること を必ず事前に ご家族に報告してください。

■退学について

やむを得ず退学しなければならない場合は、事前に国際交流センタ ーに相談してください。

その後、 教務部で手続きについて指示を受け、「退学願」 を提出してください。

4月と9月退学には「休学願」受付期間と同様に提出期限があります。

なお、退学については、次のことに留意してください。

①揃Mとして伍ィ
名

寸盗を伍めず退学することはできません。
じょう"う かんりょう どうじ

②退学者の情報は、退学手続き完了と同時に入国管理局に報告しています。
● かん のこ さつき＊う きこ （ ただいがくとう

③ 退学したら、たとえ「留学」による在留期間が残っていても、早急に帰国もしくは他大学等への
にゅうがく "か し＊とく

入学、または他の在留 資格を取得しなければなりません。退学後、在留 資格を変更することなく
かげついじょ う たいざい ちょうさご とりけ たいきょ書ようせいとう

3ヵ月以上日本に滞在していた場合、入国管理局による調査後、在留資格が取消され、退去強制等
しょぶん

の処分を受けます。
ヵヽI, りょう き ょ か

④退学手続き完了と同時に、資格外活動の許可は取消されます。退学後、資格外活動（アルバイト）を行っ
い はん て● 11つ こようぬし しょ,,っ たいしょう

ていた場合、資格外活動違反で摘発を受けます。この場合、雇用主も処罰の対象となります。

⑤退学することを必ず事前にご家族に報告してください。

■除籍について

学則第4条に定める在学年限 を超える場合や修学費を期限までに納付しない場合、または理由なく履修

登録等の在籍に要する手続き を行なわない場合は、除籍となります。

なお、留学生に多いのは、修学費を期限までに納付せずに除籍となる場合です。除籍後に、「納付期限

を忘れていた。大学を続けたい。」と相談に来る留学生がいますが、除籍の取消しはできません。修学費

の納付期限にはくれぐれも注意してください。

また、除籍者の在留資格については、「退学について②～⑤」と同様の取り扱いとなリます。
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生活に関すること
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芙干生活方面
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